
　

◯プラナリアについて
扁形動物門有棒状体綱三岐腸目に属する動物の総称で、ウズムシと呼ばれる｡
本実験ではナミウズムシを扱う｡主な生殖形態は無性生殖で､自切による分裂を行う｡
つまり切っても死なず､再生し数が増える性質を持った生物である。
プラナリアが持つ杯状眼は光の向きや強弱を感知する｡しかし､物を見ることは出来ない｡

また､光が再生を妨げるため、負の走光性という光源から逃げる性質を持っている｡

【仮説】
プラナリアはより光刺激を避けようとするため、光が当
たっているときに過剰に眼を形成する。
また､高温と比べ光の当たらない低温を好むので、低
温下で眼を形成しやすい。

【実験方法】
・容器を4セット用意し、2つ眼のプラナリアを
　40匹ずつ入れた｡
・温度と光の条件で分け、5週間飼育を行った｡
・一週間に一度餌やりと水換え、全体の数と
過剰眼を持つ個体を把握する観察を行った。

【考察】
結果から､光と温度は過剰眼形成への主な要因で
はないと考えられる。

【結果】
過剰眼をもった個体は容器②と③に一匹ずつと非常に
少ない結果となった。また、容器②の唯一過剰眼をもっ
た個体は一週間のうちに消えてしまった。

【研究の背景、目的】
飼育しているプラナリアに眼が通常より多いもの
が観察され、その発生要因について疑問に感じ
た。眼の機能から、通常より多い目の発生は光・
温度と関係があるのではないかと思い、調べるこ
ととした。
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【展望・課題】
考察で触れた主な要因の中で餌の回数､種類など、エネル
ギー供給の観点から詳しく調べる。その際、他の環境によっ
て形成の抑制がないように下調べを詳細にし、適した環境で
取り組む｡容器②において過剰眼のプラナリアが観察できな
くなったことについても調べたい。

プラナリアの過剰な眼の形成における光と温度の関係

【事前調査】
インターネットで眼を多く持つプラナリアについて調べ
た所、¹眼は過剰眼と言われ、²光を感知する機能は通
常の眼と同じだが、眼の再生は起こさないという事が
わかった。

また、そのことから過剰な眼の発生は遺伝によら
ないと解釈した。

容器①15℃・光あり　容器②15℃・光遮る

容器③25℃・光あり　容器④25℃・光遮る

共通　水:450ml  プラナリア :40匹　餌:市販アカムシ

※プラナリアを用意したもとの容器は光と温度の条件は①と同じ

　　　光あり 　　　光なし

15℃
①全体　47匹
　過剰眼　なし

②全体　44匹
　過剰眼　１匹発生
　　　　　（後に消滅）

25℃
③全体　45匹
　過剰眼　１匹発生

④全体　55匹
　過剰眼　なし

⇒ ⇒

通常、再生する ²過剰な眼は再生しない

過剰眼を持つ個体(加工あり)と実験の容器⬆
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元の飼育容器
　過剰眼多
   約20/200匹

エネルギー
不足

　実験容器
　　　　過剰眼少
       約1/45匹

餌やり、水換え
の頻度
飼育期間
個体の密度

特に餌やりの回数が減り、分裂などでエ
ネルギーが不足して過剰眼が形成されな
かったのではないか

⇐主な要因がある

温度：10度の差　　光：あり,なしの差
⇒この条件の違いでも発生した

↶温度、光が一部共通 ↷

個体の大きさとの関
係は？

餌が違えば同じ頻度
でも変わるのか？
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